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Computers Serving the Needs of Museum Curators and Researchers

Akifumi OIKAWA and Raymond VEZINA

   It is difficult for an institution to become widely known and res-

pected if it does not possess a detailed inventory of its holdings. The 
preparation of such an inventory should be consistent with progress 
in automation. An automated system for use in museums and archival 
institutions should contain four components, for artists, works of art, 
copies and files. Use of computers requires that descriptive standards 
for artists and their works (textual section) be developed. With the 
advent of the video disc, it is now possible to have illustrated catalogues. 
Finally, the videotext permits the formulation of new syntheses from 
which specialists in the humanities will be the first to benefit if they 
acquire the necessary concepts.
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　　 おわ りに

は　 じ　 め　 に

　今日,美 術作品は美術館や博物館にとどまらずテ レビや出版物を通 じて,か つてな

いほど多くの人々の興味の対象となってきている。それは,ま た美術館や博物館が,

人々の美術作品に対する興味を満足させ るべく努力 してきた結果のあらわれというこ

ともできる。またエレクトロニクスによる,技 術革新が社会のいろいろな側面に大き
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な変 革 を もた らして お り,芸 術 作 品 とそ の 普 及方 法 もこ う した歴 史 的 発 展 に 伴 な って

変 化 して きて い る。

　本 論 文 で は,コ ンピ ュー タ こそ来 るべ き新 しい世 代 の さま ざ ま の要 求 に答 え,美 術

作 品 を人 々 に提 供 す るの に必 要 不 可 欠 な 道 具 で は な いだ ろ うか と い う前 提 に 立 ち,カ

ナダ 国立 文 書 館(Public　 Archives　 of　Canada)の 美 術 史 料部(Picture　 Division)の

例 を 中心 に して,博 物館 の文 化 的 役 割 とそ れ を支 え る コ ン ピュー タ につ いて 考 え る。

そ して,所 蔵 品 目録 作 成 の 目的 お よ び その 進 む べ き方 向 につ い て の い くつ か の 提 案 を

試 み る こと にす る。 ま た,多 様 化 す る人 々の 要求 に答 え る もの と して の ビデ オ デ ィス

ク,ビ デ オテ ック ス,双 方 向 テ レ ビな ど につ い て も言 及 す る。

1.博 物館 とその利用者

ICOM(国 際博物館協会)の 定義によると博物館とは 「公衆に益するために,文

化的に重要な原作品を収集 し,保 存 し,人 々の利用に供することができるように管理

している永久的な施設である。」(図1)

　この定義か らわかる重要なことは,博 物館は原作品を保管しているということであ

る。したが って,博 物館(と くに美術館)で は,保 管されている作品はこの世の中に

「たったひとつ しかない」という貴重性を重視するあまり,そ れらの作品への 「近づ

きやすさ」 というものを犠牲にし,保 管のみを強調しがちである。 しか しなが ら,現

在,博 物館や美術館に求められているのは,原 作品へのよりいっそうの近づきやすさ

というものではないだろうか。

　比較のために,近 づきやすいことが最も重要であると考えられている図書館につい

て考えてみよう。

　普通図書館は利用者のいろいろな要求に応 じられるように図書目録を整備 している。

したがって図書館ではある作家の作品を読みたい人は著者名から,ま た探偵小説に興

味を持っている人は主題から,目 的の本を探し出そうとする。このようなさまざまな

要求に答えるために,一 冊の本を多くの異なった手順で探すことができる図書 目録を

作る必要がある。そのため一冊の本に対 して,一 ダースもの目録カードがあるものも

珍 しくなく,非 常に小さな図書館でさえ,2・3種 類の目録カードを備えているのが

普通である。また,ほ とんどの図書館には目録カードを探せない人を助けるための閲

覧係等のスタッフがいるし,最 近は目録カー ドを探すかわりにすべての目録カー ドを

機械可読化 し,コ ンピュータを使 って必要な文献を探す図書館も多くなっている。つ
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図la・ 博 物 館 の 機 能

「コレクション」 を 「買い とり」「保管」「展示」 して一般に公開す る

という実際的機能

図lb.博 物館の基本的な働 き

観客か らみた 「博物館の機能」。展示品をみるだけ
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まり,図 書館ではいかにして図書を探すか,い いかえれば図書への近づきやすさとい

うことに対 して,大 きな努力が払われているのである。

　これに対 して,博 物館における近づきやすさはどうであろうか。ほんの数年前のこ

とを考えてみても,博 物館は一般大衆に対して極めて無関心であった。もちろん博物

館にも,図 書館における目録カー ドや レファレンス係と同 じような役目を果すと思わ

れる展示室や所蔵目録があることはある。しかし,博 物館利用の実態がつぎのような

事実から明らかになって くる。

　まず利用者が利用者自身の要求のままに収蔵品に近づ くことはまったく不可能であ

る。もちろん誰 もすべての所蔵品が常時展示されていることを期待 しているわけでは

ない。しかし展示室は大部分の所蔵品を利用者から隠すための障害物で しかないとい

える。展示されているものは担当者の好みや専門的知識にもとついて選ばれた限られ

たものでしかない。

　さらに,展 示室とは一般大衆や研究者を展示されていない他の所蔵品へ近づけさせ

ないようにす るための,一 種のねずみとり器ににているようだ(図2)。 事態をさら

に悪 くしていることは,展 示のスペース,あ るいは職員の数が少なく十分な展示がで

きないことで,こ れはたとえていえばねずみとりを仕掛け,そ のねずみとりに最小限

の餌しか与えない状態と同じことである。

　博物館はふつ う誰 もが手軽に訪れる場所にはない,と いう距離的問題がある。した

　　　　　 図2展 示 場 の 役 割

観客と展示物を直接接触させない,ねずみとりのような機能

658



及川 ・ベジナ　 博物 館とコンピュー タ

がって,人 々は博物館を直接には近づきにくい原作品へ近づくための方法の開発に努

力しているものであると期待 しがちである。 しか し,実 態はまった く違 っている。す

なわち,所 蔵目録は通常博物館員の要望にそうように作られており,し かも主として

作品の収集および保管に役立つことを目的としている。

　所蔵品が博物館の外に持ち出されることは,本 の場合などと比べてはるかに少ない

ので,目 録作成技術そのものが発達していない。一般的にいえば特定の分野を担当し

ている館員は自分の受 け持ちの作品のある場所はすべて頭の中に記憶 している。そし

て,何 か展示を準備する時で も,目 録の手助けを借 りずに容易に作品案内書を作成す

ることができる。

　博物館が一般の利用者を考慮 しないで目録を作 っていることは,以 下のような事実

からも明らかであろう。

　　 1　 目録は質的に劣悪であることがおおい。

　　 2　 目録は一般大衆の目のつかない場所に置かれている。

　　 3　 研究者が利用するための場所が準備されていることはほとんどない。あった

　　　　としても十分でない。

　　 4　 見出し索引は,作 者名と作品の題名のみに限られている。

　一般的にいって博物館の所蔵目録には主題別の索引はない1)。 これはある程度は美

術史家の研究態度から説明す ることができる。すなわち,美 術史家は伝統的に作品の

様式(形 式的な面とその影響),主 題(iconography),認 知とコミュニケーションな

どの問題を取 り扱 ってきた。したがって,彼 等は作者の名前から様式についての最初

の手がかりを,作 品の題名だけで基本的な知識を得ることができるのである。 しかし

他の分野の専門家にとっては,作 者の名前と作品の題名だけでは自分達の探 している

ものを見つけることはできない。 したがって,文 学者,修 復専門の建築家,映 画製作

者,舞 台装置デザイナー,劇 場衣装デザイナーなど多 くの他の分野の研究者達には,

何を手がかりにして探せばよいのかのきっかけがまったくない。

　 しか し最近,一 般大衆の要求に適合 した目録を作成しようといういくつかの試みが

されるようになった。

1)重 要な作品を多数所蔵 している美術館 ・博物館 で も,た った数百枚の主題別目録 カー ド,し

かも手書 きのカー ドしかないというよ うなところが多い。 コンピュータを使用 しているところ

で も主題目録 があ るところは少ない。
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2.カ ー ド形式 の 目録 と コン ピ ュー タ処 理

　1965年 ごろから,各 国で博物館の社会的役割,い いかえれば所蔵品についての広報

活動が考慮され始めた。以来,多 くの心理学者やマーケティング専門家が学会やセミ

ナーあるいは種々の調査を通 じて,い ろいろな解決策を提案してきている。これ らの

試みは非常に有益ではあるが,そ の大部分は所蔵品の展示をどうみせればよいかとい

う次元にとどまっている。

　デパー トや商店で使われている展示技術を借用して,博 物館はその収蔵品を一般大

衆に見せようとしている。このような方法には,そ れなりの意義はあるだろうが,問

題はその方法が展示室の大きさとか,照 明,説 明標示ラベルの形式など,あ まりにも

表面的な処理だけにとどまっていることにある。博物館のすべての所蔵品を展示室に

ならべることはまったく不可能である事に変りはなく,一 方,一 般大衆の博物館への

要望をかぎられたテーマ展や特別展で満たすにはあまりにも多様化 しているのである。

したがって博物館員は各種の専門家達と協力し,博 物館の所蔵品の整理に情報科学的

手法などの方法をとりいれ,根 本的な問題解決に取 りくむ必要があるだろう。

　カナダ国立文書館美術史料部では1962年 以来目録カー ドに大きな改良が加え られて

図3　 コンピュータ化を考えた情報カー ドの一例
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いる。それは,目 録カー ドに必ず写真を添付するようになったことである。これによ

って目録カー ド情報量は飛躍的に増大した。しかし図3に 見 られるように,テ キス ト

項目だけを取 り上げれば,特 定の主題に関心を持 っている研究者に役に立つのは最初

の二項目だけにすぎない。

　一般大衆が所蔵品を容易に利用できるようにするには,ま だまだなすべきことが山

積み している。美術館や博物館のような公共的施設が,人 々に広 く知 られ利用される

ようになるには,全 所蔵品の詳細な目録を持っていることが不可欠である。目録を作

図4　 画像資料情報カー ドをコ ンピュータ化するための記述水準の設定

2)文 末に挙げた参考文献 リス トは美術分野 におけるコ ンピュータ利用に関する もので入 手可能

な ものへの手引きとして利用 していただ きたい。

　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　661
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るに あ た って は,ま ず 目録 の 内容 を 記 述 す る た めの 基 準 が確 立 され な け れ ば な らな い。

そ して 膨大 なデ ー タの処 理 に は最 新 の コ ン ピュ ー タ技 術 を積 極 的 に導入 して い くべ き

で あ ろ う2)。 博 物 館 や文 書 館 で 使 用 され る所 蔵 目録 は 一 般 的 に作 家 に 関 す る デ ー タ,

作 品 に 関す るデ ー タ,複 製 に関 す るデ ー タ お よび 管理 に必 要 なデ ー タの4つ の項 目を

含 ん で い な けれ ば な らな いが,コ ン ピュー タを 利 用 す る とな る と従来 の 目録 作 成 に採

用 さ れ て いた デ ー タ記 述 基 準 よ り も っと厳 密 な 基準 を 開発 す る必 要 が生 じて くる(図

4)。

　現 在 つ ぎの三 種 のデ ー タ処 理 に コ ン ピュ ー タが使 用 され て い る(図5)。

　1.作 家 に関す るデ ー タ

　2.作 品 に 関す るデ ー タ

　3.　 形 態 的分 析 に関 す るデ ー タ

この う ち,第3の 形 態 分 析 は イタ リア のCarlo　 Ragghianti3)に よ って 試 み られ て い

　 　 　 　 　 　 　 情 報 カー ドを コ ンピ ュー タ化 す る ため の三 種 のデ ー タ とそ の処 理 法

3)1978年 以 降Carlo　 Raggahiantiは フ ロー レ ンス でSotend　Sonde　revista　di　studi　electtroniciとい う

　 雑 誌 を 出版 し,"Strumenti　 electtoronici　 per　verificare　e　approfondire　 i　processi　di　construz-

　 ione　relai　e　le　esperienze　 di　f()rme　degli　artisti　visivi"の 使 用 を 奨励 して い る(No.1,　 March

　 l978,　p・1)。 大 部 分 の 記 事 は マサ チ オ,ピ エ ロ ・デ ラ ・フ ラ ンチ ェス カ,ア ン トネ ロ ・デ ・メ

　 ッシー ネ お よび ラフ ァエル の油 絵 にお け る遠 近法 につ い て の研 究 に 関す る もので あ る。 その他

　 南 カ リフ ォルニ ア大 学 映 像処 理 研 究 所 の協 力 を得 て 色 彩 の 問題 に 取 り 組 ん で い る研究 もあ る

　 (No.5,　 July　 　l978)o

　 　 ま た,The　 Burlington　Magazine(July　 l979),452頁 お よび455頁 にはTrevor　 Faucetの 評 論

　 が載 って い る。
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るが,こ こではとりあえずコンピュータによる第1と 第2の データ処理に関して論 じ

てみることにす る。

　第1の 作家に関するデータは,不 変データ(生 年月 日,出 生地など)と 可変データ

(たとえば記述されている作品が製作された場所)に わけられる。

　第2の 作品に関するデータはつぎの4つ の項目にわけられる。

　1.　管理のための項 目　　 登録番号,購 入年月 日,保 管場所など。

　2.状 態を記述する項 目　　素材,寸 法,保 存状態など。

　3.履 歴の項目　　作品の代々の所有者,作 品が出品された展覧会,参 考文献 リス

　　　 トなど。

　4.　主題の項目。

これらのうち最もむずかしいのは主題の記述である。研究者がどんな主題でも望みど

おりのものを迅速に見つけることができるようにするためには,主 題の記述は詳細か

つ統制された形で書かれていなければならない。

　筆者は美術館 ・博物館など各種の施設を訪問し,そ の所蔵目録の作成方式4)を研究

した結果,シ ソーラス5)す なわち厳密に階層づけられた 「語」の リス トを確立する必

要があるという結論に達 した。

　 3.　 シ ソ ー ラ ス の 構 築

　 シソーラス作 りは,人 と時間と費用がかかり,作 業も簡単ではない。現在作業を進

めているシソーラスは本来の意味か ら言えば,シ ソーラスと言えないかも知れない。

なぜなら本来のシソーラスでは語と語の関係を上位語,下 位語,同 義語,関 連語 とい

4)下 記 の 各 機 関 に よ り実施 され た仕 事 に 関 して は と くに注 意 を払 う必 要 性 が あ るだ ろ う。

　 　 　 Bicentennial　 rnventory　 of　American　 Paintings(Washington);Direction　 des　Mus6cs

　 　 　 de　France,　 inventaire　 g6n6ral;Frick　 Art　Reference　 Library(New　 York);L五brary　 of

　 　 　 Congress(Washington);Canadian　 rnventory　 of　Historic　Buildings,　 Parks　 Canada,

　 　 　 Environment　 Canada;National　 Collection　 of　Fine　 Arts(Washington);National

　 　 　 Geographic　 Society(Washington);Purdue　 University(fndiana);Royal　 Ontario

　 　 　 Museum;Index　 Mary　 Allodi;Yale　 Center{for　 British　Art(New　 Haven).

　 　 ま た,つ ぎの主 要 分 類 プ ロ グ ラムお よ び システ ム も参 考 に な る。

　 　 　 ICONCLASS(The　 Hague);IRGMA(London);Robert　 Chenhall,s　 Nomenclature

　 　 　 (USA);PRECIS(England);SATIN(France>.

5)シ ソー ラス とい う語 の 起 源 は,宝 庫 とか倉 庫 を 意 味す るギ リシ ャ語 セ サ ウ ロス(θ ησαvρ09)

で,そ れ が転 じて 知識 の 宝庫 で あ る辞 書 を意 味 す るよ うに な った 。 しか し,一 般 の 辞書 と少 し

異 な り,意 味 の 上 か ら用 語 を分 類 した 。す な わ ち用 語 相互 の上 位概 念,下 位概 念,同 義語 な ど

を 集 めて つ くられ た辞 書 で あ る。 最近 は この シ ソー ラス が コ ンピ ュー タ によ る情 報 検索 に利 用

され る よ う にな り,特 定 な 学 問領 域,分 野 の た めの シ ソー ラス が つ く られ る よ うに な った。
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図6　 マ ク ロ ・シ ソー ラス の構 造

うよ うに厳 密 に 関 連 づ け て い るの だ が,

わ れ わ れの 考 え て い る シソ ー ラ ス は語 を

ま ず大 分 類,中 分 類,小 分i類と3つ の階

層 に わ け,そ の 上 で 語 と語 の関 連 づ けを

行 な お うと して い るか らで あ る。 しか し,

何 らか の形 で 語 の 意 味 を統 制 しよ う とす

るの で あ るか ら、 あ る種 の シソ ー ラ ス と

言 う こ と もで き る。 以 下 われ わ れ の シ ソ

ー ラス を簡 単 に説 明 す る。

　 まず,主 題 とな る こ とので き る世 の 中

の 現象 と い う もの を つ ぎの10項 目　 　 建

造 物(architecture),活 動(activities),

物 品(artifacts),衣 装(costume),植 物

(flora),動 物(fauna),記 章(insignia),

風 景(landscape),交 通(transportation),

人 間(people)　 に わ け て みた 。 これ らの10項 目は マ ク ロ ・シ ソ ー ラス を構 成 す る

(図6)。

　 この マ ク ロ ・シ ソ ー ラス の各 項 目は主 題 記 述 基 準 の3つ の レベ ル の う ち最 上 位 に位

置 す る。 マ ク ロ ・シ ソ ー ラス の下 位,第2番 目の レベ ル に は,そ れ ぞ れ5か ら10の

語 を 含 んで い る。 た とえ ば"衣 装"の 下 に は,"衣 服","被 り物","履 物","下 着",

"付 属 品"
,　 "宝 石 類 な ど の ア クセ サ リー",　 "衣服 の上 につ け る物"な ど があ る　(図

7)。

　 これ ら2つ の レベ ル に含 まれ る語 は,統 制 され 固定 され て い るが,第3番 の レベ ル

は一 応 自由 に記 述 で き るよ うに して い る。 した が って こ こに は何 千 語 も現 わ れ て くる

可 能 性 が あ る。 何 千 語 とい う単 語 が 使 わ れ る こと に よ って,複 雑 さが ま しか つ 混 乱 を

起 こす 恐 れ もあ る。 現 在 の と ころで は作 成 し う るデ ー タ量 と コ ン ピ ュー タの 処理 能 力

のバ ラ ンス が む ずか し く,い ま の と ころ 自由 記述 が よ いの か,語 の統 制 を 計 るべ き な

のか は結 論 を 出す こと はむ ず か しい。 現 在 ま で に作 成 した シ ソ ー ラスで は,第 ユ番 目

の レベル の マ ク ロ ・シソ ー ラス に10語,第2番 目の レ ベ ル に約100語,そ して第3番

目の レベ ル に は10,000～15,000語 が含 まれ て い る。　 　 '

　 ま た,主 題 の記 述 を よ り正 確iにす る ため に これ らの語 の それ ぞ れ に修 飾 語(quali-

fier)を 加 え るこ とが で き る。衣 装 に関 す る修 飾語 と して はつ ぎ の よ うな もの が あ る。
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図7　 「衣 装」 の シ ソ ー ラ ス の 構 築

"寓 話"
,"式 典","冠 婚 葬 祭","子 供","女 性","男 性","イ ンデ ィ ァ ン","陸 軍",

"海 軍"
,"国 籍","職 業","宗 教","ス ポ ー ッ","演 劇"な どで あ る。

　 シソ ー ラ スの 内容 につ いて,建 造物 の例 を と ろて も うす こ し検 討 して み よ う。建 造

物 の場 合,第2番 目の レベル は10語 か ら成 り,以 下 に そ れ ぞ れ につ いて 若 干 の 例 を あ

げ て み る。
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1.商 工 業 用 建 造 物 一 銀 行,ホ テ ル … …

2.　 娯 楽 用 建 造 物 一 図書 館,博 物 館 … …

3.　 家 庭 用 建 造 物 一 家 屋,イ グ ル… …

4.　 公 共 建 造 物 一鄧 便局,刑 務 所 … …

5.　 軍 事 用 建 造 物 一 要 塞,防 禦 柵 … …

6.　 紫 教 自勺建 浩 物 一 卦 今.　菓 … …

図8　 建 築 の 　シ　ソ　ー 　ラ　ス
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　7.建 造物 の細 部 一 ア ーチ,ド ア … …

　8.教 育 お よび 厚 生用 建 造 物 一 学 校,病 院 ・・…

　9.　 その 他 の 建 造物 一 厩 舎,廃 屋 … …

10.　 土 木 建 造 物 一一一ts,街 路 … …

これ らの語 は さ らに"原 住 民","丸 太","装 飾 の あ る","石","土"と い った 修 飾 語 を

使 って よ り細 か く記 述 され る(図8)。

　 この よ うに して,現 在 ま で に主 題 の記 述 を 含 め 約80の カテ ゴ リーか らな る作 品記 述

のた めの シ ソー ラス ・デ ー タベ ース が作 られ て い る。之 れ らのデ ー タベ ース は一 連 の

重 な り合 った 円 と して 描 くこ とが で き る(図9)。 そ して,あ る作 品 の 全体 像 を把 握

す るた め に は,こ れ らの重 な り合 ったす べ て が 必 要 とな っで くるの で あ る。

　 さて,所 蔵 目録 を作 るた めの 記 述基 準 の うち,作 家 と作 品 に関 す る もの は一 応 で き

上 って い るが,こ れ らの記 述 基 準 を もと に した 目録 作 成 作業 を コ ン ピュ ー タを 利 用 し

て行 な って い るの が,以 下 に紹 介 す るNIPで あ る。

　 全 国博 物 館 所 蔵 品 目録 作 成 プ ロジ ェ ク ト(NIP:National　 lnventory　 Program)は,

カナ ダ全 国 の博 物 館,美 術 館 を 結 ん だ ネ ッ トワー クを 形成 し,コ ン ピュ ー タに よ る 目

録 作 成 お よ び そ の共 同利 用 を 目指 して,1972年 に始 め られ た 。1981年 現 在 約150の 博

図9シ ソ ー ラ ス の 全 体 像
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物 館 ・美術 館 が こ の ネ ッ トワー クに参 加 して い る6)(図10)。 この ネ ッ トワ ー クに接 続

され て い る コ ン ピュ ー タ ・タ ー ミナ ル の台 数 は,現 在71台 で た い へ ん少 な いが,主 と

して 財 政 的 な理 由 か らタ ー ミナル の 台 数 を増 や せ な い のが 現 状 で あ る。 目録 デ ー タを

入 力 す るた め の フ。ログ ラ ム はDEAP(Data　 Entry　 ApPlication　 Program)と 呼 ば れ,

これ はNIPの ス タ ッフ に よ って 独 自に開 発 され た もので あ る。 蓄 積 さ れ た 目録情 報

を 利 用 す る た め の ソ フ トウエ ア はISIS(lntegrated　 Scientific　lnformation　 Systcm)

図10　 カナダにおけ る全国博物館所蔵品 目録作成 プロジェ

　　　ク トの組織(NIPネ ッ トワー ク)

6)NIPに 関す る情 報 は カ ナダ 国立 博 物 館 の年 報 を 調 べ るか,直 接NIPの 本 部 に連 絡 して 得 る

ことが で きる。

　 NIPの 本部 の住 所 は下 記 の とお り。

　 　　 NIP,　 National　 Museum　 of　Canada,

　 　　 i'Esplanade　 Laurier　 Bldg.,　Ottawa,

　 　　 Ontario,　 KIA,　 OM8,　 Canada
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と呼 ば れ て お りジ ュ ネ ー ブのILO(国 際 労 働機 関)にrζ つて 開発 され た もの を 改良 し

た もので あ る。蓄 積 され た 目録 デ ー タ は ター ミナ ルだ けで な く,印 刷 物 の形 で約1,500

の カ ナダ の 博物 館 ・美 術 館 に提 供 され て い る。 ま た,タ ー ミナル の設 置 され て いな い

博 物 館 は デ ー タをNIPの 本 部 に送 り,集 ま った デ ー タ は入 力 専 用 の ター ミナル か ら

コ ン ピュー タ に入 力 され て い る。 しか し このNIPの システ ム は完 成 され た もの で は

な く,今 後 も多 くの改 良,レ ベ ル ア ップが 計 られ て い く もの と思 わ れ る。

4.会 話 型 オ ン ライ ン検 索

　 と こ ろで 博物 館,美 術 館,研 究 者 さ らに は一般 大 衆 の多 様 な要 求 に応 じるた め の,

コ ン ピュ ー タ ・システ ムの機 能 の うち,最 も重要 な オ ンラ イ ン処理 機 能 につ い て 考 え

てみ よ う。

　 まず,オ ン ライ ン ・タ ー ミナル は館 員 や研 究 者 な どの 専 門 的 かつ 複 雑 な要求 や質 問

に答 え な け れ ば な らな い。 ま た,一 般 大 衆 か らの多 数 の 質 問 に も迅 速 に答 え る こと が

必 要 とな って くる。 こ のた め に は簡 単 で 使 い 易 く,複 雑 な 質 問 に もす ぐに答 え を 出 し

て くれ る シス テ ムで な けれ ば な らな い。 これ らの要 求 を 満 た す の が オ ンラ イ ン処 理 機

能 で あ る。 この オ ンラ イ ン処理 と対 応 す る もの と して バ ッチ処 理 と呼 ば れ る もの が あ

る。 バ ッチ処 理 と は従 来 か ら行 なわ れ て い る コ ン ピュ ー タ利 用方 法 で あ るが,こ の方

法 だ とあ らか じめ決 あ られ た仕 事 を ひ とつ ず つ順 番 に処 理 して いか な けれ ば な らな い。

したが って,決 め られ て い る仕 事 以 外 の こと を要 求 して もす ぐに答 え を 出 す こと は で

き な い し,ま た ひ とつ の 処理 が終 らな けれ ば 次 の処 理 を始 め る こ とはで きな い 。 した

が って,結 果 を得 る まで に時 間 が か か る とい う欠 点 を もつ。

　 よ り有 効 な システ ム と して の会 話 型 オ ン ライ ン検 索 の 具体 例 を仮 定 して,そ の作 業

プ ロセ ス を考 えて み よ う。

　 い ま,1917年12月6日 に起 った ハ リフ ァ ックスの 大 惨事 を描 写 した 作 品 を探 し出 そ

うと して い る研 究 家 が いた と仮 定 しよ う。 ハ リフ ァ ック ス事 件 と は,イ モ ー号 と い う

ノ ル ウ ェー の貨 物 船 がハ リフ ァ ック ス港 を 出 港 しよ う とす る と ころ に,4,000ト ンの

TNT火 薬 を積 ん だ フ ラ ンス の弾 薬 輸送 船 モ ンブ ラ ン号 が入 港 し,操 縦 を 過 った イ モ

ー号 が モ ンブ ラ ン号 の 船 首 に衝 突 し大 爆発 を起 し
,そ の結 果 ハ リフ ァ ックス市 の大 半

は破 壊 され,死 者2,000人,負 傷者8,000人 の大 惨 事 とな った事 件 で あ る。

　 研 究 者 はま ず港 で事 故 を起 した 船 舶 を示 して い る作 品 を 探す 。 次 にそ の 事 故 が第1

次 世 界 大 戦 中 に起 き た もの,次 に港 が ハ リフ ァ ック ス港 で あ る もの,次 に… … と い う
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図11ハ リフ ァ ッ ク ス 号 爆 発 事 件 の 検 索

い うな角 度 か ら目的 の 作 品 を探 す 　(図11)。 あ る角度 か ら探 せ な い 場合 はす ぐ違 う角

度 か ら,あ る い はい くつ か の条 件 を 組 み 合 わせ て 探 す な ど,そ の場 で す ぐに返 って き

た 結 果 を見 なが ら 目的 の作 品 に到 達 す るま で続 け る。 コ ン ピ ュー タ にい ろ い ろ な情 報

が 記 憶 され て いれ ば い るほ ど多 様 な 探 し方 が で き るが,人 手 に頼 って い て は到 底 不 可

能 で あ る。

　 図12は 所 蔵 目録 デ ー タベ ー スの 全 体 像 を,そ れ を 作 る 目録 作 成 者 とそ れ を利 用 す る

研 究 者 の立 場 が わ か り易 い よ うに,表 わ した概 念 図 で あ る。 コ ン ピュー タ の端 末 装 置

を 通 じて デ ー タ ベ ー スを 利 用で き る よ うにす る た め に は,シ ステ ム は根 元 で あ る作 品

か ら花 を み る利 用 者 が利 用す る部 分 ま で,す べ て の 構造 を知 って い る必 要 が あ り,ま

た 系 統 的 なデ ー タベ ー スを作 って お く必要 が あ る。 しか し利 用 者 に と って は そ の構 造

や, .製 作過 程 につ いて の 知識 は ま った く必要 で な い。研 究 者 はた だ 花 の摘 み方 だ けを

知 って い れ ば よ い。 そ うす れ ば一 枚 の 花 び らか ら多 くの根(作 品)へ も,た くさん の

花 び らか らひ とつ の根 へ も到達 す る こ とが で き る。 た とえ ば"農 業"と い うひ とつ の

語 か ら農業 に 関連 した 建 物,道 具,農 作 物 につ いて の あ らゆ る作 品 を,"港","事 故",

"第1次 世 界大 戦"
,"ハ リフ ァ ックス"と い う語 か ら1917年 の ハ リフ ァ ックス の大 惨

事 に関 す る作 品 を探 し出す こ とがで き る よ うに。 しか し樹 液 が根 か ら幹 を通 って枝 に

ゆ きわ た り花 を咲 か せ な けれ ば,摘 み と るべ き もの は何 も無 い ので あ る。
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図12　 所蔵品 目録データベースの全体像の概念図

　もし,今 述べたような博物館のすべての所蔵品についての完全で,か つ詳細な所蔵

品目録データベースを作成し,そ れを多 くの利用者に提供することができれば,「 所

蔵品の一般大衆への広報」という目標の第1ス テ ップは達成できることになろう。 し

かしながら 「原作品の忠実な複製を見る」ということが研究者に必要不可欠な要件で

あることを忘れてはいけない。その意味では"文 字"だ けの情報は,写 真入 りの目録

カードには大きなお くれをとっているのである。

5.画 像情報の 目録

原作 品 の複 製 を 作 る もの と して は,写 真,ス ラ イ ド,マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ(マ イ ク
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国立民族学博物館研究報告　　7巻3号

ロ フ ィル ムを 含 む)な どが 利 用 され て い る6・写 真 は 白黒,カ ラー を含 め最 も多 く利 用

され て お り,フ ァイ ル され た り,目 録 カ ー ドに貼 付 され て 管 理 され る。 ス ラ イ ドも広

く利 用 され て い るが,マ イ ク ロ フ ィ ッ シュ の利 用 は まだ それ ほ ど一 般 的 で はな い。 と

くに カ ラー マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュの利 用 例 は少 な い。

　 マ イク ロ フ ィ ッシュ の利 用 は20年 に も満 た ない が 多 くの分 野 で 広 く使 わ れ始 め て い

る。マ イ ク ロフ ィ ッシ ュ利 用 の 口火 を 切 った の は,1960年 代 初期 の ア メ リカ のNASA

計 画 で あ りカ ナダ で この技 術 を 最 初 に 利 用 した の は 国 家 防 衛 研 究 所(the　 National

Defence　 Research　 Bureau)で あ ると言 われ て い る。 また,最 近 は 出版 関 係 の 分 野 の

利 用 が 目立 って お り,雑 誌 や抄 録 誌 を マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュの 形 で 出 版 して い る と ころ

も数 多 い。 美 術 作 品 の カ ラー マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュは最 近 の もの で い くつ か の美 術 館 ・

博物 館 で 試 み られ て い る。 カ ナダ 国立 文 書 館 美術 史 料 部 で は す で に カ ラ ーマ イ ク ロ フ

ィ ッ シュの 作 製 に着 手 して い る。

　 しか しなが ら これ ら三 種 類 の画 像 ・記 録 媒 体,写 真 ・ス ラ イ ド ・マ イ ク ロ フ ィ ッシ

ュの 利 用法 は普 通 人手 に頼 らざ るを 得 な い し,ま た すべ ての 所 蔵 品 の 目録 を これ らの

媒 体 を使 って 作 製 して い る博 物 館 は皆無 に近 い。 そ して,そ の よ うな 目録 が 作 られ て

いた と して も,必 要 な もの を手 に入 れ る た め に は膨 大 な量 の カ ー ドや フ ァイル の 中か

ら時 間 をか けて 探 し出 す ことが 必 要 とな って くる。 もち ろん,こ れ らの媒 体 を コ ンピ

ュ ー タ と連 動 して 自動 的 に探 し出す 装 置 も開発 されて い るが,そ の よ うな装 置 を博 物

館 に導 入 して 実 用 化 して い る と ころ は現 在 の と ころ ま った くな い 。 そ の理 由 と して は,

数 万点,時 に は数 十 万点 を越 え る所 蔵 品 の複 製 を写 真 や マ イ ク ロ フ ィ ッ シュで 作製 す

る こ とは時 間 と費 用 が かか る こ と,作 製 で き た と して もそれ だ け の 量 を 自動 的 に検 索

す る装 置 は膨 大 で,か つ高 価 に な らざ るを 得 ず,検 索 の 時間 もか か ると い うこ とが主

な理 由で あ ろ う。 した が って,そ の 必 要性 は十 分 に認 め なが ら,画 像情 報 を 含 ん だ 目

録 の 作成 に取 り組 む こ とが で きず 手 を こま ね いて い るの が今 日の 博物 館 の姿 で あ る。

　 この よ うな現 状 を 打破 す る可 能 性 を 持つ もの と して今 日考 え られ て い る のが,1978

年12月 ア メ リカ の ア トラ ンタで誕 生 した ビデ オデ ィス クで あ る。 ビデ オ デ ィス ク は文

字 と画 像 を総 合 した 新 しい 情報 システ ムを作 り上 げ る こ とので き る もの と して,多 く

の分 野 で注 目され て い る。 例 え ば筑 波 大学 学 術 情 報処 理 セ ンタ ーで は この ビデ オデ ィ

ス クを組 み こん だCAI(Computer　 Assisted　 Instruction)シ ステ ムを作 り上 げて い

る。

　 ビデ オ デ ィス クの 基本 的 な構 成 は,画 像 が記 録 され て い るデ ィス クと それ を 再 生 す

るプ レ ーヤ ー と,再 生 され た文 字 や 画 像 を 映 し出す モ ニ タ ーテ レビ(一 般 の家 庭 用 テ
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レ ビ受 像 機 が使 わ れ る こ とが 多 い)か ら成 って い る 。 デ ィス クに は 画像 の 他 に 音 声 も

記 録 す る こ とが 可能 で あ り,こ れ らの画 像 や 音 声 は レーザ ー光 に よ って 再 生 さ れ る。

この レーザ ー光 を利 用 して い る こ とか ら,ビ デ オデ ィス クの代 りに 光 デ ィス ク とか レ

ーザ ーデ ィス ク と呼 ばれ る こ と もあ る。 この レーザ ー光利 用 は現 在 多 くの分 野 で 活 用

さ れて い る新 しい 技術 で,コ ン ピュー タ の分 野 で も レー ザ ー を利 用 した プ リンタ ーや

通信 な ど に利 用 され て い る。

　 レーザ ー光 に よ って記 録 さ れた 情 報 を読 み と るた め,デ ィス ク そ の もの に は機 械 的

な 接触 は全 くな く,し た が って デ ィス クの 消耗 は原 理 的 に はあ り得 な い。 画像 を何 万

回再 生 して見 て も,そ の 鮮 明 さ は変 らな い と い うこ とで あ る。LPレ コー ドと同 じ直

径30cmの デ ィス クの片 面 に 動 画 で あ れば1時 間,静 止 画 で あれ ば54,000コ マの 画

像 を 記 録 で き る。 しか も,動 画 を記 録 す る場 合 はス テ レオや ニ カ国語 放 送 が 可 能 な2

図13文 字および画像を併用 した目録
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チャンネル分の音声をあわせて記録できる。ビデオデ ィスクが写真などの他の画像記

録媒体よりはるかにす ぐれているのは,コ ンピュータと容易に連動でき,指 定された

画像を瞬時に探し出し再生することができるというところである。また,LPレ コー・一一

ドと同じようにマスターディスクを作製 しておけば,そ れとまったく同 じ品質のビデ

オディスクの複製を作ることが容易であるのもビデオディスクの特徴のひとつである。

　カナダ国立文書館はフランスの トムソン社が開発 している公共施設用ビデオディス

クシステムについて,そ の性能や導入することの可能性を検討中である。このシステ

ムは当初は家庭用として設計 ・開発されてきたが,い まではより豊富な検索機能を持

ったシステムとして開発されており,専 門的な要求にも答え られるようなものとなっ

ている。美術史料部所蔵の作品を用いて最近行なわれたテス トでは非常に有望な結果

を得ている。美術館や博物館の関係者がこのような有能な道具に無関心でいることは,

職務怠慢とさえ言えるのではないか。すでに述べたように,ビ デオディスクは大容量

の画像情報を蓄積し,そ れを瞬時に取 り出す能力を持 っており,こ れをコンピュータ

と連動 し,文 字情報と合わせた目録データベースを作成することは,技 術的にはまさ

しく可能な段階にある　(図13)。 すでにいくつかの博物館ではそのようなシステム構

築のための研究を開始 しており,今 後の研究成果が期待されている。

6.博 物館か ら家庭へ

　現 在,魅 力 あ るひ とつ の試 みが 各 国 で進 行 中で あ る。 す な わ ち,自 分 の家 に居 なが

らに して研 究 者 が 一般 の家 庭 用 テ レ ビを通 じて,世 界 中で 作 られ て い る さ ま ざ まの デ

ー タベ ースへ 自 由に ア クセ スで き る シス テ ムを 作 り上 げ よ うと い う言式みで あ る・ この

よ うな学 術 研 究 の た め の シ ステ ムを,当 初 か ら作 り上 げ よ う とす る こと は コス ト的 に

引 き合 わ な い ことは 明 らか で あ り,し た が って 現 在 はまず 広 範 な 市 場 を確 保 す る こ と

を 目指 して,一 般 家庭 の誰 で もが 日常生 活 に役 に立 つ情 報 を提 供 す る シス テ ム と して

開 発 が 進 め られ て い る。具 体 的 に は イギ リス の プ レステ ル(PREST肌),フ ラ ンス の

ア ンチ オ ー プ(ANTIOPE),日 本 の キ セプ テ ン(CAPTAIN)が あ り,カ ナ ダで も

最 近 テ リ ドン(TELIDON)と 呼 ばれ る シス テ ム を開 発 した 。 これ らの シス テ ム は ビ

デ オテ キ ス トシス テ ム と も呼 ばれ て お り,現 在 買物 案 内,劇 場 案 内,天 気 予報 とか 市

民 講座 の案 内 な ど 日常 生 活 に密 着 した情 報 しか 提 供 を行 な って いな い 。 しか しな が ら・

た とえ ば カ ナ ダ政 府 通 信省 発 行 の文 書 に 「将 来 的 に はテ リ ドン加 入 者 は 巨 大 な デ ー タ

バ ン クを利 用 し,電 子鄧 便 や 電 子 新 聞を 受 け取 った り,電 子 カ タ ロ グ を見 て 品物 を
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注文 した りあ るい は他 の加 入 者 とチ ェ スを さす こ と さえ で き る よ う にな る。」[ANON

1978:7]と 述 べ られ て い る。 この よ うに,こ れ らの シス テ ム は使 用 者 と世 界 中の デ

ー タベ ー ス とを 連 結す るこ と を意 図 して い るので あ る。

　 こ うい った システ ムが完 成 され れ ば,そ の システ ム と博物 館 で作 られ た デ ー タ ベ ー

スを結 びつ け る の は非 常 に 簡 単 で あ る。 研究 者 は わ ざ わ ざ博物 館 ま で行 か な くて も,

自宅 で 美術 作 品 に関 す る情 報(そ れ が 文 字情 報 で あれ,画 像情 報 で あれ)を 自 由 に見

る こ とが で きる。 カ ナダ 政 府 通信 省 の専 門 家 は,技 術 的 側 面 だ け か ら言 えば,5年 以

内 に画 質 の 良 い ス ク リー ンや キ ー ボ ー ドを 持 った テ レ ビセ ッ トや,画 面 の情 報 を コ ピ

ーす るた め の 印 刷装 置 な どか らな る端 末 装 置 が,研 究 者 の 自宅 の 書 斎,大 学 や 研究 所

の オ フ ィ スで利 用 され る よ う にな る可 能 性 は高 い と予 測 して い る[HARA　 1977]。

　 もち ろん この よ うな システ ムが可 能 と な るた め に は,ま だ まだ 解 決 して いか な けれ

ば な らな い問 題 が数 多 く残 され て い る。 た と えば これ か らのデ ー タ通 信 の 中心 的 な も

図14未 来 像
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のになると予想される光ファイバーを利用した光学的通信の諸問題やビデオディスク

の品質向上,あ るいはコス トの問題などが山積 している。ただし,こ れらの多くは技

術的には解決の見通 しが立っており,む しろこれか ら努力していかなければならない

ことは,利 用者に必要な情報のデータベース化である。そ してそのようなデータベー

スが数多 く作られた時,研 究者は図書館にも,博 物館にも,美 術館にもどこにも出か

けなくても,自 分の研究に必要な情報を即座に手に入れることができるようになるの

である(図14)。

お わ り に

　最近めざましい発達を続けているコンピュータやビデオディスクの新 しい技術を,

博物館が敬遠する理由はまったくないであろう。 しか し,何 の準備 もなしにそれをい

たず らに導入するの もまた危険である。とくに所蔵品 目録作成にこれ らの技術を利用

することは慎重に進あていく必要がある。

　美術作品を記述 し,デ ータベース化するには長い時間と費用がかかる。とくに,ア

メリカのスミソニアンやフランスのルーブルなど膨大な数の作品を所蔵 しているとこ

ろでは,よ ほど効果的な方法を考えなければ,利 用者に役に立つデータベースを作る

ことは不可能であろう。ビデオディスクの登場は,こ ういった時間的問題に対してひ

とつの解決策をもた らしたようである。

　すなわち所蔵美術作品の複製を簡単に,短 時間でしか も低コス トで作ることが可能

となったのである。原作品に忠実な複製を手に入れることによって,作 品を記述する

のにテキス ト情報だけに頼ることはもはや必要なくなった。 しかも,そ れ らの複製は

コンピュータの検索システムによって瞬時のうちに目の前に取り出すことが可能であ

り,検 索のためのキーワードには博物館で一般的に使われている索引(作 家名,素 材,

主題など)を そのまま利用すればよい。パ リの国立図書館版画室で行なわれた実験で

は,10万 点の作品を1年 足らずの時間でビデオディスクに記録できることが証明され

ている。

　 これまで,い ろいろな博物館の人 々と討論 したり,情 報科学の専門家やエンジニア

と意見を交換 してきたが,そ れ らから得られた結論はつぎのようなことである。

　 1.所 蔵品目録を作成するためには作品の記述基準をあらか じめ確立することがま

　　　ず必要である。

　 2.文 字情報の目録のほかに画像情報の目録作成は不可欠である。

676



及川 ・ベ ジナ 博物 館 と コ ン ピ ュ・一 タ

　3.　 しかも画像情報の目録作成はす くな くとも文字情報の目録作成と同時か,そ れ

　　　に先行することが重要である。

もちろん,こ れらはコンピュータとビデオディスクの利用を前提 としていることは言

うまで もな く,情 報科学やビデオディスクの専門家との協力もまた重要な要件のひと

つである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .

　そしてこのような目録作成の方式が,多 くの美術館,博 物館に受け入れられ統一的

にシステム作りが進められるならば,館 員,研 究者そして一般大衆それぞれが受ける

利益は計り知れないものがあるであろう。
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